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１０
Vol.２９

被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・各
農
協
・各
森
林
組
合

等

発
行
元

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話

０
９
８
５
（４
４
）１
８
１
６

鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

研
修
会
を
開
催

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の

鳥
獣
被
害
対
策
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
す
る
技
術
指
導
者
を
研
修
に
よ
り
養
成
し
、
鳥

獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
８
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
３
回
延
べ

４
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
座
学
研
修
で
は
、
マ
イ

ス
タ
ー
の
役
割
や
鳥
獣
被
害
対
策
の
基
礎
知
識
、

主
要
加
害
獣
の
行
動
特
性
と
対
策
等
に
つ
い
て
学

習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
被
害
防
止
対
策
実
習
で

は
、
電
気
柵
や
シ
カ
ネ
ッ
ト
な
ど
防
護
柵
の
設
置

技
術
及
び
加
害
獣
・
侵
入
経
路
の
特
定
に
有
効
と

な
る
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
の
取
扱
い
方
法
に
つ
い
て

習
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
集
落
環
境
点
検
は
、
県

内
の
優
良
モ
デ
ル
集
落
で
あ
る
木
城
町
駄
留
に
お

い
て
現
場
を
点
検
し
、
集
落
に
ど
う
提
案
す
れ
ば

有
効
か
グ
ル
ー
プ
討
議
し
た
後
、

工
夫
し
て
あ
る

点
や
改
善
点
な
ど
を
ま
じ
え
な
が
ら
発
表
し
、
普

及
啓
発
活
動
に
役
立
つ
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、

地
域
で
の
集
落
リ
ー
ダ
ー
等
の
育
成
、
技
術
支
援

等
を
行
い
、
総
合
的
な
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
通

じ
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
期
待
し
ま
す
。

自動撮影カメラの取扱い

集落環境点検

豚
コ
レ
ラ
防
疫
対
策
に
係
る
野
生
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

豚
コ
レ
ラ
は
令
和
元
年
9
月
17
日
現
在
、
岐
阜
県
や
愛
知

県
な
ど
の
１
府
７
県
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
豚
コ
レ

ラ
陽
性
の
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
確
認
地
点
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
で
は
国
内
外
で
発
生
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ

ラ
や
豚
コ
レ
ラ
へ
の
防
疫
を
強
化
す
る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
を

媒
介
す
る
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
農
場
侵
入
を
阻
止
す
る
防
護
柵

設
置
支
援
等
の
緊
急
総
合
対
策
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
で
も
関
係
者
に
対
し
防
護
柵
の
設
置

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
農
場
に
お
け
る
効
果
的
な
防
護
柵
設
置
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

１
周
辺
環
境
の
整
備

農
場
周
辺
の
放
任
果
樹
（
カ
キ
、
ク
リ
）
等
の
伐
採
、

ヤ
ブ
の
刈
り
払
い
を
行
い
、
イ
ノ
シ
シ
の
近
づ
き
に
く

い
環
境
を
作
り
ま
す
。

２
ル
ー
ト
選
び
及
び
管
理
用
の
通
路
の
設
置

・
防
護
柵
は
管
理
が
可
能
な
ま
と
ま
っ
た
区
画
に
設
置

・
開
放
部
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
農
場
を
囲
う

・
管
理
用
の
通
路
を
内
外
両
方
に
設
置

３
各
種
侵
入
防
止
柵
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

・
イ
ノ
シ
シ
は
防
護
柵
を
跳
び
越
え
る
よ
り
も
下
か
ら
く

ぐ
り
抜
け
て
侵
入
し
ま
す
。
接
地
面
に
隙
間
を
作
ら
な

い
こ
と
が
基
本
で
す
。

（
電
気
柵
で
は
最
下
線
の
高
さ
20
㎝
が
重
要
で
す
）

・
柵
が
水
路
な
ど
を
跨
ぐ
場
合
は
柵
と
水
路
と
の
隙
間
を

塞
ぐ

・
崩
れ
や
す
い
傾
斜
と
平
地
の
境
な
ど
は
避
け
な
る
べ
く

平
地
に
設
置

①
電
気
柵

・
さ
く
線
の
高
さ
は
、
20
㎝
、
40
㎝
の
2
段

・
ア
ー
ス
棒
は
間
隔
を
広
げ
地
中
深
く
打
ち
込
む
。

・
設
置
し
た
そ
の
日
か
ら
原
則
24
時
間
通
電

・
定
期
的
に
電
圧
を
図
り
最
低
４
０
０
０
ｖ
以
上
を
確
保

（
雑
草
接
触
に
よ
る
漏
電
を
防
ぐ
た
め
定
期
的
な
草
刈

り
や
防
草
シ
ー
ト
を
設
置
）

②
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

・
イ
ノ
シ
シ
対
策
で
は
線
径
５
㎜
以
上
、
目
合
い
10
㎝
以
下
、

高
さ
１
２
０
㎝
以
上
で
亜
鉛
メ
ッ
キ
加
工
さ
れ
た
も
の

が
有
効

・
裏
表
を
確
認
し
縦
線
が
外
側
に
な
る
よ
う
に
設
置

す
る
。

（
横
線
が
外
側
だ
と
溶
接
部
分
が
外
れ
や
す
く

イ
ノ
シ
シ
に
柵
を
壊
さ
れ
る
）

・
支
柱
と
メ
ッ
シ
ュ
の
設
置
は
同
時
進
行
。

メ
ッ
シ
ュ
を
支
柱
に
固
定
す
る
際
は
メ
ッ
シ
ュ
を

外
、
支
柱
を
内
に
し
最
下
部
の
結
束
は
下
か
ら
２

マ
ス
目
で
行
う
。

・
傾
斜
部
は
支
柱
を
地
面
に
対
し
垂
直
に
設
置
し

メ
ッ
シ
ュ
の
下
に
隙
間
を
つ
く
ら
な
い
。

③
金
網
柵

・
凹
凸
の
あ
る
地
面
な
ど
地
形
に
合
わ
せ
た
設
置
が

可
能

・
メ
ッ
シ
ュ
柵
に
比
べ
曲
げ
強
度
が
低
い
た
め
地
際

部
を
30
㎝
ほ
ど
折
り
返
す
か
、
地
際
を
別
の
金
網

（
亀
甲
金
網
等
）
で
補
強
し
、
く
ぐ
り
抜
け
防
止
を

図
る
。

・
地
際
部
は
隙
間
が
で
き
な
い
よ
う
に
ア
ン
カ
ー
ピ

ン
で
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

④
ネ
ッ
ト
柵

・
10
㎝
以
下
の
目
合
い
で
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
が
編
み

込
ま
れ
た
高
強
度
の
も
の
を
使
用
す
る
。

・
張
り
ロ
ー
プ
は
弛
ま
な
い
よ
う
に
ピ
ン
と
張
る

・
網
目
が
縦
の
ひ
し
形
に
な
る
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と

張
る
。

・
地
際
に
隙
間
が
で
き
な
い
よ
う
に
地
際
部
を
30
㎝

以
上
折
り
返
す
。

・
押
さ
え
ロ
ー
プ
を
し
っ
か
り
ペ
グ
で
固
定
す
る

・
ネ
ッ
ト
柵
だ
け
で
な
く
電
気
柵
と
併
用
が
よ
り

効
果
的
。

い
ず
れ
の
柵
も
侵
入
防
止
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
定
期
的
な
防
護
柵
の
点
検
・
管
理
作
業
や
周
辺

環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す

管
理
を
継
続
し
農
場
内
へ
の
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆

令
和
元
年
度
、
東
臼
杵
北
部
地

域
で
は
２
集
落
を
モ
デ
ル
集
落
と

し
て
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
取
組
を

紹
介
し
ま
す
。

荒
谷
集
落
で
は
、
平
成
29

年
度

か
ら
モ
デ
ル
集
落
と
し
て
研
修
会

等
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
30

年

10

月
に
鳥
獣
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
と
管

理
台
帳
が
作
成
さ
れ
、
同
時
に
ビ

ジ
ョ
ン
を
地
区
公
民
館
に
掲
示
す

る
こ
と
等
に
よ
る
情
報
共
有
の
体

制
づ
く
り
が
完
了
し
ま
し
た
。
今

後
は
ビ
ジ
ョ
ン
や
管
理
台
帳
を
実

際
に
活
用
し
、
地
域
住
民
が
主
体

的
か
つ
継
続
的
に
取
組
が
行
わ
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

家
田
集
落
で
は
、
平
成
29

年
度

か
ら
モ
デ
ル
集
落
と
し
て
研
修
会

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
10

月
の
集
落
点
検
の
際
に
、
北

川
増
水
に
よ
る
獣
害
対
策
設
備
の

破
損
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
集

落
内
の
検
討
会
で
対
策
方
法
の
見

直
し
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
協
議
の
結
果
、
管
理
の
効
率

化
の
た
め
に
電
柵
に
よ
る
獣
害
対

策
に
転
換
し
、
電
柵
設
置
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
電
柵
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
耕
作
者
を
中
心
に

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
責
任
者
を
割
り

振
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
設
備
の
維
持
管
理
が
継
続
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

東
臼
杵(

北
部)

地
域

家田電柵設置(Ｈ３１.３月) 荒谷集落ビジョン等作成(H30.１０月)

東
臼
杵
（北
部
）地
域

シ
シ
や
シ
カ
の
侵
入
を
防
ぐ
グ
レ
ー

チ
ン
グ
（
左
上
写
真
）
の
設
置
や
イ

ノ
シ
シ
の
掘
り
起
こ
し
防
止
や
草
刈

り
作
業
低
減
の
た
め
の
張
り
コ
ン
ク

リ
ー
ト
施
工
（
左
下
写
真
）
も
補
助

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
畑
総
事
業
は
、
複
数
年
か
け
て

の
整
備
（
畝
倉
地
区
の
場
合
、
Ｈ
26

～
Ｒ
１
）
と
な
る
た
め
、
周
囲
全
体

を
囲
う
の
に
複
数
年
を
要
し
ま
す
。

農
家
負
担
の
発
生
等
の
デ
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
も
の
の
、
整
備
地
区
の
生

産
者
か
ら
は
、
侵
入
防
止
効
果
や
管

理
労
力
の
軽
減
等
が
図
ら
れ
る
と
好

評
で
、
今
後
、
畑
総
事
業
で
整
備
を

予
定
し
て
い
る
え
び
の
市
の
別
地
区

に
お
い
て
も
、
同
様
の
取
組
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
畝
倉
地
区
で
は
、
「
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
」
を
活
用
し
、

防
護
柵
の
補
修
や
草
刈
り
等
、
適
正

な
施
設
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ほ場入口に設置したグレーチング

西
諸
県
地
域

え
び
の
市
畝
倉
地
区
で
は
、
県
内

で
初
め
て
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
（
以
下
、
畑
総
事
業
）
を
活
用

し
、
鳥
獣
防
護
柵
等
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
（
事
業
量
：
約
20

ｈ
ａ
の
受

益
地
の
周
囲
７
．
２
ｋ
ｍ
）
。

畑
総
事
業
で
は
、
畑
か
ん
等
と
一

体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
耕
作
放

棄
地
発
生
防
止
等
の
効
果
が
得
ら
れ

る
場
合
に
、
防
護
柵
等
の
整
備
が
で

き
ま
す
（
事
業
要
件
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
）
。

県
内
で
防
護
柵
等
を
整
備
す
る
際

に
活
用
さ
れ
て
い
る
鳥
獣
交
付
金
と

の
主
な
違
い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
畑
総
事
業
で
は
、
８
．
３
％
の

農
家
負
担
が
あ
り
ま
す
が
、
施
工
費

用
ま
で
補
助
対
象
と
な
る
他
、
イ
ノ

張りコンクリート施工した侵入防護柵


